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方
式
を
検
討
し
て
は
。

総
務
部
長
　
q
工
事
は
制
限
付

き
一
般
競
争
入
札
13
件
、
指
名
競

争
入
札
38
件
、
随
意
契
約
12
件
な

ど
だ
。
w
区
内
業
者
優
先
の
発
注

を
進
め
、
提
案
の
登
録
制
度
に
つ

い
て
も
研
究
す
る
。
e
特
に
多
数

の
専
門
業
者
と
の
個
別
契
約
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
方
法
を
と
る

場
合
、
リ
ス
ク
負
担
な
ど
の
問
題

が
大
き
く
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
、

現
在
、
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

q
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が

19
か
所
体
制
に
な
っ
て
以
降
の
運

営
事
業
者
の
変
遷
は
。
w
各
セ
ン

タ
ー
に
年
間
支
出
し
て
い
る
経
費

と
経
営
基
盤
強
化
へ
の
考
え
は
。

e
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
新
た
な
役
割
で
上
乗
せ
さ
れ

る
経
費
な
ど
は
。
r
３
％
の
介
護

報
酬
ア
ッ
プ
が
現
場
で
の
報
酬
増

に
つ
な
が
っ
た
の
か
ど
う
か
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
が
対
応
は
。

t
区
内
の
介
護
労
働
者
を
介
護
福

祉
関
係
の
学
会
に
参
加
・
発
表
す

る
こ
と
を
促
す
な
ど
の
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
は
。
y
今
春
、
要
介
護

度
の
認
定
方
法
が
全
国
一
斉
に
変

更
さ
れ
た
が
3
経
過
措
置
の
運
営

方
法
は
。
e
今
後
の
周
知
方
法
は
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
平
成

20
年
に
西
大
井
第
二
を
品
川
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
21
年
か
ら
は

小
山
と
戸
越
台
第
二
を
三
徳
会
に

変
更
し
た
。
w
基
盤
で
あ
る
人
件

費
の
一
定
分
等
を
支
出
し
て
お
り

今
年
度
は
約
１
億
８
千
万
円
だ
。

e
実
績
と
介
護
報
酬
単
価
を
基
礎

に
、
約
７
千
万
円
を
負
担
し
て
い

る
。
r
区
内
法
人
に
は
改
定
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
対
応
を
要
請
し
た
。

t
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
の
研
修
の

場
を
用
意
し
今
後
も
参
加
を
支
援

す
る
。
y
3
介
護
認
定
の
更
新
者

に
対
し
申
請
以
前
の
要
介
護
度
と

す
る
こ
と
を
希
望
す
る
か
否
か
の

意
思
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る
実

質
的
な
必
要
性
は
な
い
と
考
え
る

な
ど
だ
。
e
混
乱
を
生
じ
る
お
そ

れ
も
あ
り
広
報
は
考
え
て
い
な
い
。

保
育
・
教
育
制
度
に
つ
い
て

q
今
春
、
大
勢
の
待
機
児
が
で

た
が
3
家
庭
へ
の
対
策
は
。
e
受

け
皿
を
増
や
す
方
法
等
は
。
w
年

間
の
利
用
率
が
極
め
て
低
い
区
有

施
設
の
一
部
を
保
育
施
設
と
し
て

活
用
し
て
は
。
e
例
え
ば
「
森
の

よ
う
ち
え
ん
」
の
よ
う
な
保
護
者

側
の
思
い
を
掘
り
起
こ
し
実
現
へ

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
な
ど
考
え
て

は
。
r
保
幼
小
一
貫
教
育
に
つ
い

て
伺
う
。
t
小
学
校
入
学
に
先
立

っ
て
就
学
相
談
シ
ー
ト
の
活
用
を

始
め
た
が
、
導
入
の
ね
ら
い
等
は
。

y
特
別
支
援
教
育
推
進
の
た
め
の

検
討
の
場
の
内
容
等
は
。
u
特
別

支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
等

を
活
用
し
た
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
区
民
に
示
す
べ
き
で
は
。

子
ど
も
未
来
事
業
部
長

q
3

認
証
保
育
所
を
紹
介
す
る
な
ど
だ
。

e
緊
急
性
の
高
い
方
の
た
め
に
緊

急
対
策
一
時
保
育
の
枠
を
用
意
す

る
な
ど
だ
。
w
保
育
園
で
な
く
て

も
で
き
る
事
業
を
他
の
区
有
施
設

等
を
有
機
的
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
就
労
支
援
を
目
的
と
し
た

保
育
園
本
来
の
機
能
を
果
た
し
て

い
き
た
い
。
e
地
域
で
活
動
さ
れ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
連
携
も

視
野
に
置
い
て
検
討
す
る
。

教
育
次
長

r
保
幼
小
の
接
続

会
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

く
。
w
小
中
一
貫
教
育
は
学
校
選

択
制
を
前
提
に
導
入
し
た
。
近
年

は
連
携
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
活
動

が
充
実
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

連
携
グ
ル
ー
プ
内
の
小
学
校
か
ら

中
学
校
へ
進
学
す
る
児
童
が
増
え

る
傾
向
に
あ
る
が
、
連
携
グ
ル
ー

プ
外
の
中
学
校
に
進
学
し
た
場
合

で
も
学
習
の
連
続
性
は
も
と
よ
り
、

生
活
指
導
の
連
続
性
も
保
障
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
矛
盾
す
る
と
は

全
く
考
え
て
い
な
い
。

区
民
生
活
と

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

q
感
染
が
拡
大
し
感
染
者
が
増

え
続
け
感
染
症
指
定
病
院
の
ベ
ッ

ド
が
満
床
に
な
り
入
院
で
き
な
く

な
る
な
ど
、
現
状
で
は
毒
性
が
強

い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
と
て
も

対
応
で
き
な
い
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。
w
大
流
行
に
備
え
て
、
食

料
品
や
医
療
品
の
配
給
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
。
e
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
が
休
業
し

た
場
合
、
介
護
す
る
人
が
だ
れ
も

い
な
い
方
や
重
度
認
知
症
高
齢
者

の
方
へ
の
対
応
は
。
r
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
か
ら
訪
問
サ
ー
ビ
ス
に
切
り

か
え
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
保
険

q
小
中
一
貫
校
日
野
学
園
が
開

校
し
て
か
ら
３
年
が
経
ち
、
ま
ち

な
み
は
一
変
し
た
。
学
校
周
辺
は

日
照
時
間
の
規
制
が
な
い
の
で
、

全
く
日
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
超

高
層
ビ
ル
を
建
て
て
も
問
題
な
く
、

ま
た
強
い
ビ
ル
風
が
吹
き
込
ん
で

い
る
。
こ
れ
以
上
教
育
環
境
を
悪

化
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
全
国
に

自
慢
で
き
る
学
校
を
つ
く
り
あ
げ

る
べ
き
で
は
。
w
多
く
の
小
中
学

校
は
施
設
分
離
型
連
携
校
で
あ
り
、

近
隣
の
小
中
学
校
が
連
携
し
て
小

中
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
区
は
、
小
学
校
か
ら
中
学
校

に
進
学
す
る
際
に
学
校
選
択
制
を

実
施
し
て
い
る
。
一
方
で
は
各
学

校
の
実
態
や
特
色
に
合
わ
せ
連
携

型
の
小
中
一
貫
教
育
を
め
ざ
し
な

が
ら
、
他
方
で
は
連
携
し
て
い
な

い
学
校
へ
自
由
に
進
学
で
き
る
学

校
選
択
制
を
実
施
す
る
や
り
方
は

矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
。

教
育
次
長

q
学
校
の
教
育
環

境
は
、
教
育
活
動
の
す
べ
て
を
通

し
て
評
価
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
置
か
れ
た
環

境
に
仮
に
長
短
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
を
総
合
的
に
カ
バ
ー
す

る
の
が
学
校
本
来
の
使
命
だ
。
今

後
と
も
し
か
る
べ
き
教
育
活
動
の

成
果
を
上
げ
る
よ
う
、
教
育
委
員

期
を
通
し
て
の
市
民
科
教
育
が
必

要
で
あ
る
。
t
特
別
な
教
育
的
支

援
が
必
要
な
児
童
に
対
し
適
切
な

指
導
を
行
う
た
め
、
保
護
者
の
願

い
等
を
学
校
に
引
き
継
ぐ
も
の
だ
。

q
区
民
や
行
政
が
実
施
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
公
共
政
策
自
体
を
広
く

人
を
引
き
付
け
る
核
と
し
て
見
直

し
、
発
信
し
て
は
。

区
長

q
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
発
展
さ
せ
、
区
や
民
間
活
動

団
体
等
の
先
進
的
な
施
策
や
活
動

を
都
市
型
観
光
の
一
環
と
し
て
組

み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
発

信
力
を
高
め
る
工
夫
を
す
る
。

公
共
工
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て

q
平
成
20
年
度
補
正
予
算
等
で

緊
急
経
済
対
策
を
実
施
し
、
前
倒

し
発
注
を
行
っ
た
が
契
約
実
績
は
。

w
小
規
模
工
事
事
業
者
の
登
録
制

度
を
、
公
共
工
事
の
適
切
な
発
注

と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
は
。

e
比
較
的
規
模
の
大
き
な
工
事
で

は
、
工
事
費
用
の
透
明
化
と
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
が
期
待
さ
れ
る
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

阿部　祐美子　議員（民主）

品川区の魅力の再発見と
発信について

悪
化
す
る
日
野
学
園
の
教
育
環
境
と

小
中
一
貫
教
育
の
矛
盾

須
貝
　
行
宏
　
議
員

（
無
ク
）

荏
原
平
塚
中
学
校
の
跡
地
を
ス
ポ
ー
ツ
の
出
来
る
多
目
的
広
場
と
し
て
整

備
を
願
う
請
願

荏
原
平
塚
中
学
校
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
校
舎
等
を
解
体

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
や
憩
い
の
場
、
少
年
野
球
や
サ
ッ
カ
ー

の
練
習
等
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
青
少
年
育
成
の
場
な
ど
、
地
域
の
方
々

が
様
々
な
目
的
の
た
め
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
多
目
的
広
場
と
し
て
整
備

す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通
り
で
す
。

平
成
21
年
度
　
　
　
基
本
設
計
、
実
施
設
計

平
成
22
〜
23
年
度
　
整
備
工
事

平
成
23
年
度
中
　
　
供
用
開
始

「
品
川
区
上
大
崎
三
丁
目
地
区
再
開
発
」
ま
ち
づ
く
り
都
有
地
活
用
に
関
す

る
請
願

こ
の
た
び
の
請
願
内
容
に
つ
い
て
、
再
開
発
準
備
組
合
に
伝
え
、
事
業

者
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
内
部
に
お
い
て
も
、
関
係
各
課
と
調
整
を
図
り
、
地
域
に
求

め
ら
れ
る
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
2
回
定
例
会
で
、
各
会
派
か
ら
１０
名
の
議
員
が
、
区
政
全
般
に
わ

た
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区
政
を
き
く（
一
般
質
問
）

y
全
体
的
な
課
題
を
調
整
等
す
る

場
と
し
て
小
中
一
貫
特
別
支
援
教

育
推
進
協
議
会
を
設
置
し
た
な
ど

だ
。
u
関
係
各
課
に
よ
る
検
討
組

織
を
立
ち
上
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。

の
利
用
限
度
額
を
超
え
、
自
己
負

担
が
増
え
る
方
な
ど
へ
の
対
応
は
。

t
感
染
が
拡
大
し
た
場
合
、
医
師

や
看
護
師
な
ど
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

が
必
要
に
な
る
。
ス
タ
ッ
フ
に
か

わ
っ
て
子
ど
も
等
を
預
か
れ
る
場

が
必
要
で
は
。

品
川
区
保
健
所
長

q
地
域
の

一
般
医
療
機
関
で
も
診
療
を
行
え

る
よ
う
、
既
に
体
制
の
検
討
や
物

品
の
供
給
を
行
っ
て
い
る
。
w
各

家
庭
で
必
要
な
物
品
の
内
容
も
異

な
り
、
配
給
自
体
が
人
を
集
め
感

染
拡
大
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
の

で
、
物
資
の
配
給
を
行
う
考
え
は

な
い
。
必
要
な
物
品
の
備
蓄
を
行

う
よ
う
こ
れ
ま
で
以
上
に
働
き
か

け
る
。
e
サ
ー
ビ
ス
量
が
低
下
し

た
場
合
で
も
、
食
事
や
排
泄
が
常

時
必
要
な
高
齢
者
な
ど
該
当
す
る

ケ
ー
ス
は
全
体
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

の
２
割
弱
程
度
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
期
で
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
供

給
で
き
る
。
r
現
在
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
率
か
ら
は
心
配
な
い
が
、
仮

に
限
度
額
上
困
難
な
ケ
ー
ス
が
生

じ
た
場
合
に
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
中
で
適
切
に
対
応
す
る
。

t
保
育
園
を
休
園
す
る
場
合
で
も

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
等
に

従
事
し
て
い
る
方
々
の
子
ど
も
の

保
育
は
、
受
け
入
れ
る
必
要
性
が

高
い
と
考
え
、
適
切
に
対
応
す
る
。

品
川
区
の
選
挙
管
理
・
教
育
委
員

会
・
監
査
委
員
の
高
す
ぎ
る
報
酬

q
こ
の
３
つ
の
委
員
の
月
額
報

酬
を
会
議
時
間
で
割
り
、
時
間
給

に
す
る
と
時
間
３
万
円
か
ら
５
万

円
に
も
な
り
、
明
ら
か
に
高
過
ぎ

る
。
１
か
月
に
２
、
３
日
の
会
議

な
ら
日
額
報
酬
が
常
識
だ
と
思
う
。

当
た
り
前
と
し
て
き
た
こ
と
も
聖

域
と
し
な
い
で
、
多
く
の
区
民
か

ら
理
解
が
得
ら
れ
る
報
酬
に
見
直

す
べ
き
で
は
。

区
長

q
各
委
員
の
社
会
的
責

任
や
職
務
内
容
は
極
め
て
重
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
会
議
当
日
に

か
か
わ
ら
ず
そ
の
職
責
を
常
に
担

い
つ
つ
多
く
の
業
務
に
当
た
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
各
委
員
の
報

酬
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
事

情
を
考
慮
の
上
、
議
会
の
議
決
に

よ
り
条
例
で
定
め
て
い
る
。


